
勝山駅周辺を整備する 

勝山駅前広場等検討委員会の中間報告 
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勝山駅 

勝山駅周辺のとらえ方 
○勝山市都市計画マスタープランでは… 
　勝山・遅羽地域の将来構想として、①歴史を守り、活

かす②身近な自然と暮らしが息づく、③訪れる人と交流

する、④市民サービスの中核として充実するまちづくり

を目指します。 

○勝山市エコミュージアム推進計画では… 
勝山市の玄関口であり、勝山駅周辺にある遺産（自然遺

産の九頭竜川、産業遺産の勝山駅、勝山電化、勝山橋）

を活用した整備が望まれます。 

　
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
勝
山
駅
の
乗
降
客
数
の
増

加
と
駅
周
辺
の
環
境
整
備
を
目
指
す
た
め
に

設
置
さ
れ
た
「
勝
山
駅
前
広
場
等
検
討
委
員

会
」
は
、
二
度
に
わ
た
る
委
員
会
や
ワ
ー
キ

ン
グ
部
会
を
開
催
し
、
中
間
報
告
を
ま
と
め

ま
し
た
。 

　
こ
れ
ま
で
、
同
委
員
会
で
話
し
合
わ
れ
た

整
備
に
関
す
る
考
え
方
や
、
目
標
を
市
民
の

み
な
さ
ま
に
中
間
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

　
今
後
委
員
会
で
は
、
こ
の
中
間
報
告
を
基

に
、
勝
山
駅
周
辺
整
備
計
画
案
を
策
定
し
、

今
年
の
3
月
末
ま
で
に
勝
山
市
長
に
提
言
す

る
予
定
で
す
。 

駅周辺のまちづくりのテーマ 
○歴史・文化の匂いを残す「勝山ロマン」 
大正の姿を今に残す駅と共に培った生活感、ノスタル

ジーを感じる空間づくり 

○歴史・文化が薫る魅力あるまちづくり 
　～大正ロマンかつやま駅～ 

駅周辺のまちづくりの基本的考え方 
○地元住民等の交流を促す施設等の立地や家並みを活かした景観整備 

○歩行者の安全確保のための歩道拡幅や道路空間のバリアフリー化 

○路線バスなどの公共交通機関の乗降場所を明確にする 

○鉄道を利用しない人も魅力を感じて集まる場所「まちの駅」へと発展させる 

○駅前整備を起爆剤に、住民主体のまちづくり組織をつくり、街の美化運動やいろいろなイベントを開催する 

この中間報告に関するみなさまからのご意見をお寄せください。計画策定への参考にさせていただきます。 
〔締め切り〕1月31日(火)

駅周辺のまちづくりの目標 
○市中心部や観光地等とを結ぶ交通ターミナル機能

の強化 

○通勤などの日常生活の場での利便性の追及 

○勝山の玄関口としての魅力的な顔づくり 
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　左図は、駅前広場のエリアの 

レイアウト図です。これを基に、 

細部条件の検討を進めています。 

駐輪場 

バス待合所 

中型バス対応乗降場 

勝山駅 

タクシー乗降場 

マイクロバス対応乗降場 

一般車両乗降場 

タクシープール 

建設課（1内線309） 

↑
勝
山
橋 

7広報かつやま1月号 No.609 6 広報かつやま1月号 No.609

１２
月
定
例
市
議
会
が
、
１２
月
１
日
か
ら
１６

日
ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

招
集
の
あ
い
さ
つ
で
、
山
岸
市
長
は
、

「
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
む
勝
山
市

で
は
、
小
さ
な
行
政
府
の
実
現
を
図
る
な
か
、

市
民
福
祉
向
上
と
活
性
化
に
向
け
た
施
策
の

確
保
が
最
重
要
課
題
で
あ
る
」
と
し
、
長
期

展
望
に
た
ち
、
必
要
に
応
じ
行
財
政
改
革
の

前
倒
し
を
行
う
な
ど
、
聖
域
な
き
改
革
に
積

極
的
に
取
り
組
む
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

決
ま
っ
た
内
容

●
認
　
定
●

・
平
成
１６
年
度
勝
山
市
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て
（
継
続
審
査
事
件
）

・
平
成
１６
年
度
勝
山
市
水
道
事
業
会
計
決
算

の
認
定
に
つ
い
て
（
継
続
審
査
事
件
）

●
予
　
算
●

勝
山
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
4
号
）

で
は
、
１
億
5
6
2
万
円
を
追
加
し
、
平
成

１７
年
度
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
を

１
１
3
億
3
2
6
5
万
3
千
円
と
し
ま
し

た
。
そ
の
他
会
計
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
平
成
１７
年
度
勝
山
市
下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

・
平
成
１７
年
度
勝
山
市
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

・
平
成
１７
年
度
勝
山
市
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

・
平
成
１７
年
度
勝
山
市
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
3
号
）

・
平
成
１７
年
度
勝
山
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

・
平
成
１７
年
度
勝
山
市
老
人
保
健
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
2
号
）

・
平
成
１７
年
度
勝
山
市
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
2
号
）

・
平
成
１７
年
度
勝
山
市
市
有
林
造
成
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

●
条
例
制
定
等
●

・
福
井
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び

同
組
合
規
約
の
変
更
等
に
つ
い
て

・
福
井
県
市
町
村
非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補

償
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数

の
減
少
及
び
同
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い

て
・
福
井
県
自
治
会
館
組
合
を
組
織
す
る
地
方

公
共
団
体
の
数
の
減
少
に
つ
い
て

・
福
井
県
市
町
村
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補

償
等
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の

数
の
増
減
及
び
同
組
合
規
約
の
変
更
に
つ

い
て

・
福
井
県
市
町
村
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補

償
等
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

・
福
井
県
市
町
村
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補

償
等
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の

数
の
減
少
及
び
同
組
合
規
約
の
変
更
に
つ

い
て

・
福
井
県
市
町
村
交
通
災
害
共
済
組
合
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び

同
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

・
勝
山
・
上
志
比
衛
生
管
理
組
合
規
約
の
変

更
に
つ
い
て

●
そ
の
他
●

・
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
2
件
）

・
勝
山
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

ま
た
、
手
塚
貞
臣
議
員
の
辞
職
に
と
も
な

う
大
野
・
勝
山
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
議

会
議
員
選
挙
で
は
小
林
喜
仁
議
員
が
当
選

し
、
小
林
喜
仁
議
員
の
辞
職
に
と
も
な
う
勝

山
・
上
志
比
衛
生
管
理
組
合
議
会
議
員
選
挙

で
は
、
井
上
馨
議
員
が
当
選
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
議
会
改
革
特
別
委
員
会
で
は
、

開
か
れ
た
議
会
の
あ
り
方
の
中
で
、
全
員
審

査
特
別
委
員
会
の
傍
聴
に
つ
い
て
論
議
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
同
委
員
会
か
ら
、
今
後
、

傍
聴
に
関
す
る
規
定
を
設
け
、
市
民
に
お
知

ら
せ
を
し
、
希
望
が
あ
れ
ば
、
基
本
的
に
認

め
て
い
く
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
た
旨
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

福 田　稔 氏

招集のあいさつをする山岸市長

市
公
共
施
設
の
ア
ス
ベ
ス
ト
緊
急
対
策
や

勝
山
ニ
ュ
ー
ホ
テ
ル
公
有
財
産
購
入
費
用
な
ど
に
係
る

１２
月
補
正
予
算
な
ど
を
可
決

12月　定例市議会

11月　臨時市議会
勝
山
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
な
ど
を
可
決

１１
月
２５
日
に
臨
時
市
議
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

人
事
院
勧
告
に
伴
う
職
員
給
与
の

改
定
お
よ
び
勝
山
市
公
平
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
い
て
の
議
案
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
臨
時
議
会
に
お
い
て
、

福
田
　
稔
氏
（
平
泉
寺
町
赤
尾
）
が

勝
山
市
公
平
委
員
会
委
員
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。


